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足立区では、「足立区男女共同参画推進条例」第４条に基づき、「足立区男女共同参画行動計画」を策定し、

男女共同参画に関する施策を推進しています。また、事業内容を明らかにし、その実効性を確認するために計

画の実施状況確認を毎年度行っています。 

この年次報告書は、平成３０年に策定した「第７次男女共同参画行動計画」のうち、令和3 年度に実施した

事業・施策の実施状況等について、足立区男女共同参画推進委員会の意見を付して公表するものです（「足立区

男女共同参画推進条例」第１１条）。 

 計画の振り返りを行うことで、区民や地域団体等の方の意見を施策に反映し、男女共同参画社会の実現を目

指した施策を進めてまいります。 

 

令和５年３月 

                           足立区地域のちから推進部 多様性社会推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 年次報告書の作成にあたって 
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「第７次足立区男女共同参画行動計画」では、４つの基本目標を定め、これらの目標を達成するために１４

の取組みの方向性、４２の施策及びこれに関係する個別事業を掲げ、足立区の男女共同参画を総合的に推進し

てきました。（Ｐ３・４「体系図）参照）。  

足立区男女共同参画推進委員会（以下「委員会」という。）では、毎年度行動計画の各事業の進捗状況を確

認するとともに、重点テーマを決めて検討を行っています。その結果を委員会意見として各所管課へフィード

バックし、各施策に反映してもらうことで、足立区の男女共同参画推進におけるＰＤＣＡサイクルの一翼を担

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各所管課へフィードバック 

Ｐ 計画 

足立区基本計画、男女共同参画

行動計画、各所管の計画・アク

ションプラン等 

Ｄ 事業実施 Ｃ 男女共同参画推進委員会による提言・意見 

令和３度実績に対する委員会意見（Ｐ５） 

２ 年次報告書の位置づけと男女共同画推進委員会の役割 

年次報告書 

Ａ 各所管課による 

事業実施 

 

 委員会提言に対する各課の回答 

事業の改善・実施 

委員会意見 

各施策の成果指標・活動実績値確認（Ｐ７） 
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3 ＤＶ被害者の自立に向けた支援

Ⅳ
1 子どもたちを健やかに育む地域・社会の醸成

【未来へつなぐあだちプロジェクトの推進】生活に困難さを抱える
家庭の子どもと保護者
への支援
  ～特にひとり親家庭
への支援～

2 貧困の連鎖の回避のためのひとり親家庭への日常生活支援

5 多様な視点を防災・減災・復興に生かせる社会風土の醸成

Ⅲ 1 暴力の未然防止と早期発見に向けた土壌づくり

【足立区配偶者暴力
対策基本計画】
ＤＶ等の暴力の根絶と
支援体制の充実

2 ＤＶ被害者への支援体制の充実

4 全世代における孤立の防止

Ⅱ

3 安心して育児や介護ができる社会の醸成

1 人権を尊重する社会の醸成

各人の個性や多様な
生き方を尊重し、
相互理解が進む社会
の醸成

2 生涯を通じた区民のこころとからだの健康づくり

3 地域・社会活動への区民参画と生きがいづくり

4 政策・方針決定過程への女性の参画拡大

基本目標 取 組 み の 方 向 性

目
指
す
べ
き
姿

Ⅰ 1 「働くひと」と企業が共に輝くためのワーク・ライフ・バランスの推進

あらゆる分野における
女性の活躍推進
 ～ワーク・ライフ・
バランス推進～

2 女性活躍のための環境整備

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

３ 第７次足立区男女共同参画行動計画 体系図 

★ 

★ 

★：令和３年度男女共同参画推進委員会 重点テーマ 
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⑰ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ＆ﾗｲﾂ（性と生殖に関する健康を守る権利）の啓発

⑱区民の地域活動への参画促進およびボランティア・ＮＰＯ等の人材育成

㉚ＤＶ被害者へのエンパワーメント（力づけ）
㉛住宅確保、職業訓練、就労等に関する計画的な支援
㉜安全・安心が確保された環境下での緩やかな仲間づくり

㉞子どもの貧困に関する理解促進
㉟支援の必要な子どもと保護者を相談窓口に繋げる支援
㊱関係機関相互の連携による子どもへの支援
㊲子どもを支援するＮＰＯ・ボランティアの育成
㊳子どもへの学習・芸術・スポーツ活動などの機会提供による自己肯定感の醸成

㊴相談体制の充実、利用促進（ひとり親）
㊵親子での体験機会創出
㊶緩やかな仲間づくりによる孤立化の防止
㊷ひとり親家庭への就労等の支援機関の活用と連携による自立促進

㉓防災女性リーダーの育成・登用への支援
㉔女性をはじめとする多様な経験や意見を生かした災害対策の推進

㉕区民向けＤＶ予防、早期発見等に関する啓発
㉖学齢期からの発達段階に応じたデートＤＶ予防等の啓発
㉗職員対象のＤＶ予防、早期発見等に関する啓発

㉘相談体制の充実、利用の促進（ＤＶ）
㉙関係機関相互の情報共有、連携体制の充実

㉝ＤＶ被害者の子どものケア

⑲区内各種団体の協働・協創
⑳区民の学習・自主活動・生きがいづくり等への支援

㉑相談体制の充実、利用の促進
㉒地域での声がけや見守りの促進

⑥企業・区民への労働関連法令の情報提供

⑬いじめ・虐待防止の啓発・取組み
⑭学齢期からの社会的弱者への理解促進
⑮性的マイノリティを含めた多様な価値観についての理解促進

⑯こころとからだの健康増進

⑦「働くひと」の育児・介護休暇取得促進
⑧子育てや介護に関する協創
⑨育児・介護施設及び施策等の充実
⑩父親の子育てネットワークづくり支援

⑪女性参画の啓発、関係機関への働きかけ
⑫区役所内における女性の活躍推進

施  策

①企業におけるワーク・ライフ・バランスの推進
②「働くひと」へのワーク・ライフ・バランスの推進

③女性のキャリア形成・再就職活動への支援
④若年層へのライフデザイン教育の充実
⑤企業、区民への多様な働き方の啓発
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施策１１ 女性参画の啓発、関係機関への働きかけ 

各種審議会・委員会等の女性比率 97.5% 

 

36%  

 

施策１２ 区役所内における女性の活躍推進 

足立区女性管理職員の割合 38.7% 

 

30.0% 

 

 
【女性職員への昇任選考の受験率向上】総務課 人事課 

事業内容 指標 

女性管理職による働き方講座の開催や総務省自治大学校への研修生派遣、上位職へ

の昇任に関するサポート体制の確立など、女性職員の昇任意欲を高めます。最終的

には、管理職に占める女性職員の割合を増やし、女性職員の意見を区政へ反映して

いきます。 

女性職員への昇任に関する 

講座・説明会の実施回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

１０回 

 

 

 

 

４ 令和３年度の成果・実績に対する男女共同参画推進委員会からの提言 

基本目標Ⅰ あらゆる分野における女性の活躍推進 ～ ワーク・ライフ・バランス推進～ 
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職場における女性活躍推進のための意識啓発や職場の環境づくりが進んできているが、さらなる女性

の参画を拡大していくためには、昇任の際のサポート体制を確立する等の取組みが必要である。 

また、こうした男女格差の是正を図るための取組みの一つとして、日常生活からの意識啓発も行って

いただきたい。 

１ 女性管理職比率が低いことの原因の一つとして「家庭と仕事の両立が難しい」ことが平成２８年度に

人事課が実施した「女性職員に向けてのアンケート」の調査結果にあらわれている。 

  職員向けのさまざまな媒体を活用し、実際にロールモデルとなる女性管理職が、自身の経験談や有益

な情報を積極的に発信することで、不安を払拭させていくことが必要ではないか。 

２ 家庭や社会生活の中では、未だにアンコンシャス・バイアス（無意識な偏見・思い込み）による性別

役割分担意識が存在している。 

  男女格差を生む背景として、「隠れたカリキュラム」（教育側が意図する・しないに関わらず、学校生

活を営む中で子どもたちが無意識に学び取っていく社会規範や価値観）が、特に女子生徒に影響をあた

えていると言われている。教育に携わる者の意識改革が必要ではないか。 

１ 女性管理職比率について 
（１）男女を問わずキャリアアップをイメージできるよう、各職層研修においてキャリアデザイン関連の

研修を実施し、ロールモデルとなる先輩職員の経験談を発信することで、昇任意欲を醸成していく。 

（２）係長昇任前や昇任後に、部庶務や課庶務、政策・財政課等の政策部門に職員を配置し、区の政策に
更に関心を持ちながら広い視野で業務を担うことができる環境を整備していく。 

（３）女性管理職の比率向上に向け、管理職候補者となる若手職員を増やすことも必要である。日頃から
未経験の業務に挑戦させ、機会を捉えた承認や必要に応じた助言等を繰り返すことで職員の自信に繋
げていくよう、管理職に働きかけていく。 

（４）女性はもとより、男性に対しても育休取得や育児参加を働きかけることに加え、平時からサポート
する職員との連携を密にする重要性を伝えながら、個々の多様な働き方の推進を庁内に働きかけてい
く。 

２ アンコンシャス・バイアスについて 
（１）令和４年度に策定中の第８次男女共同参画行動計画では「性別に関する固定的役割分担意識」や「ア

ンコンシャス・バイアス（無意識の偏見・思い込み）」をジェンダー平等実現の阻害要因の一つと捉
え、区職員が情報発信する際、様々なバイアスに気づくためのツールとして「あだち公的表現ガイド」
を作成した。区職員だけでなく、ＨＰ等を通じて区民にも周知していく。 

（２）学校において、教職員が男女平等参画の意識をもつことは、児童・生徒の男女平等参画意識を育む
ための基盤となる。特にアンコンシャス・バイアスについて理解を深め、学校の慣例等を見直してい
くことは大切である。例えば、現在、区立小中学校においては、令和３年度から原則、男女混合名簿
を使用している。今後も、男女平等参画の視点から、これまで慣例で実施してきた取組については、
適宜、校長会で取り上げて見直しを進めていく。 

また、教員が社会科、道徳科、特別活動等の授業準備をする中で、アンコンシャス・バイアスにつ
いて自ら気付き、学ぶこともある。教員研修は、そのきっかけづくりにもなるので、人権教育研修会
や初任者等研修会を通して、「性の多様性に関する困りごと対応マニュアル」や「人権教育プログラ
ム」を活用したり、講師を招聘して講演いただきながら、教育に携わる者の意識改革に向けて努めて
いく。人権教育研修会では年３回各校１名以上、初任者等研修会は年１回全ての初任者が参加する。 
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施策１３ いじめ・虐待防止の啓発・取組み 

施策１４ 学齢期からの社会的弱者への理解促進 

施策１５ 性的マイノリティを含めた多様な個性についての理解促進

LGBT という言葉の認知度 107％ 

85.6%（R3） 80% 

【地域のちから推進部 多様性社会推進課】 

【小中学校教員向け人権啓発普及事業】 

事業内容 指標 

高齢者、子ども、障がい者、犯罪被害者等、社会的弱者の理解と、自分と異なる

他者への理解、相互理解を促進するための人権教育の充実のため、初任者研修や

中堅教諭研修、人権教育研修等で、人権教育プログラム（学校教育編）の活用や

人権教育の推進をしています。また、令和３年度は、小・中学校の教員を対象に

した性同一性障害者や性的指向（ＬＧＢＴ）の人権に関する研修会を実施しまし

た。 

教員を対象とした、人権及びい
じめ防止に関する研修会等の実
施回数 
 

★対象：小・中学校各校 

（104校）最低1名 

実績値の推移 R4目標値 

 

5回 

 

 

基本目標Ⅱ 各人の個性や多様な生き方を尊重し、相互理解が進む社会の醸成 
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ジェンダー平等社会の実現のためには、「男女」という枠に捉われずに、個性や多様な生き方を尊重

し、相互理解を深めていくことが重要である。足立区でパートナーシップ・ファミリーシップ制度がス

タートしたことを契機に、今後も引き続き、人権を尊重する社会の実現に向けた施策を展開していただ

きたい。 

１ 足立区男女共同参画推進条例は、性別による権利侵害の禁止を謳っているが、性的指向や性自認に

ついては、明記されていない。 

  性的指向や性自認に関する差別の禁止やアウティングの禁止などを条例に盛り込むなど、ルール作

りをしていき、区の取り組む姿勢を内外に見せていくことが重要ではないか。 

  併せて、「男女格差の是正」と「多様性の尊重」の両輪を実現していくにあたり、条例の名称変更も

検討すべきではないか。 

２ 性の多様性についての周知啓発は、幅広い世代に対して行うことが重要である。 

  特に、学校現場等での啓発に注力すべきではないか。 

３ 令和５年度から区内公立中学校全校で制服が選択制となることは評価したい。 

今後は水着等についても、男女で異なるものではなく、性別に関わらず着用できるものが必要では

ないか。ご検討いただきたい。 

１ 足立区男女共同参画推進条例の名称変更について 

性的指向や性自認を理由とした不当な差別やアウティングの禁止について、現条例に盛り込めるか、

また盛り込む場合はどのような条例の構成にすべきか等について、区の法務事務担当所管とも協議し

ながら検討を進めていく。条例名称についても併せて検討していく。 

 

２ 性の多様性の周知啓発について 

（１）区立小・中学校に向け、性の多様性についての出前講座開催の募集を行っており、毎年数校にお

いて児童や生徒を中心に講座を実施している（目標は、小・中学校のほか、地域団体や企業等も含

めて年間１６回）。 

また、基礎的な知識とともに当事者の抱える生きづらさをより身近に感じてもらえるよう、啓発

冊子「ＬＧＢＴを知る本」を作成し、区立小・中学校の教職員全員に配布した。 

今後は、全校でアンケートをとる等、冊子の活用状況の確認方法についても検討していく。 

 

（２）現在、区立小中学校に「性の多様性に関する困りごと対応マニュアル」を配布しており、教職員

が日頃、児童・生徒と接する上で、理解しておくべき内容を周知している。 

また、生活指導担当者連絡会、人権教育研修会、初任者研修等の教職員向けの研修会を実施し、

対応方法の周知も行っている。今後も引き続き、学校現場等への啓発に努めていく。 

 

３ 性別に関わらず着用できる水着等について 

性の多様性の観点から、水泳の学習時における水着については、児童・生徒がジェンダーレス水着

の着用を希望する場合には、着用を認めている。今後も、児童・生徒の実態に即して教育活動を展開

できるように努めていく。 
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施策１８ 区民の地域活動への参画促進およびボランティア・ＮＰＯ等の人材育成 

施策１９ 区内各種団体の協働・協創 

区民・団体等と区役所の「協働・協創」が進んでいると思う区民の割合 70% 

 
31% 

【協創プラットホーム運営事業】政策経営部 あだち未来支援室 協働・協創推進課 

事業内容 【活動指標】 

公・民、個人、法人を問わず、幅広い主体が自由に集える機会や場である「協創プラット
フォーム」を運営することで、地域人材をつなぎ、地域課題の解決や、新たな魅力を創出
します。 

協創プラットホーム活動
（ミーティングイベン
ト・シンポジウム等）回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

25回 

施策２２ 地域での声かけや見守りの促進 

孤立状態から社会とつながった数 96.5％ 

 

4,800件 

【孤立ゼロプロジェクト推進事業】地域のちから推進部 絆づくり担当課 

事業内容 【活動指標】 

「絆のあんしんネットワーク」として、地域包括支援センターを中心に町会・自治会、民

生・児童委員、絆のあんしん協力員、絆のあんしん協力機関（事業者）が連携したネット

ワークにより、地域で支えあう「お互いさまのまちづくり」に取り組んでいます。 

見守り、声かけ訪問など

の活動件数 

実績値の推移 R4目標値 

 

1,800件 

基本目標Ⅱ 各人の個性や多様な生き方を尊重し、相互理解が進む社会の醸成 
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性別に関わらず、多様な区民が地域活動等に参加しやすいよう、環境づくりが必要である。それが

孤立防止のネットワークへの参加にもつながるのではないか。 

特に孤独死の割合が女性よりも2 倍以上高い男性については、女性よりも早期の段階で何らかの

支援をしていく必要があるのではないか。 

１ 性別に関わらず、多様な区民が地域活動やボランティア等に参加できる環境づくりが必要である。

既に成功している優良事例の横展開を図る等、行政側から何らかの仕掛けが必要ではないか。 

２ 孤立防止対策について、特に男性は60 歳以降、つまり定年後からリスクが高まることを考慮する

と、女性よりも早期に何らかの支援をしていく必要があるのではないか。 

３ R4 の国の「男女共同参画白書」における性別役割分担意識のデータからもわかるように、男性の

意識に「家事・育児は女性が担うべきだ」というのが依然として残っており、働き方改革だけでは解

消できない。「育児や家事、介護を女性が担うもの」という「性別役割分担意識」の変革が大変重要で

ある。 

１ 地域活動等について 

区民が地域活動等に参加できる環境づくりとして、「子ども食堂・フードパントリーフォーラム」や

「外国にルーツを持つ子どもたちの支援」等の区民参加講座を開催し、既に成功している団体の活動

事例紹介や区民と活動団体のマッチングを行っている。今後も多様な区民にご参加いただけるよう、

講座のテーマや内容を研究していく。 

 

２ 孤立防止対策について 

  高齢男性の孤立防止を図るため、各地域包括支援センターが中心となって男性主体の自主グループ

やサロン（居場所）の立ち上げに取り組んでいる。今後もこうした活動を支援し、孤立のおそれがあ

る男性が気軽に参加できる場の拡大に努めていく。また、絆のあんしん協力機関に登録している事業

所の従業員向けに、絆のあんしん協力員への登録依頼等を行うことで、地域に参加するきっかけづく

りを行っていく。 

３ 「性別役割分担意識」の変革について 

令和４年度に策定中の第８次男女共同参画行動計画では「性別に関する固定的役割分担意識」や「ア

ンコンシャス・バイアス（無意識の偏見・思い込み）」をジェンダー平等実現の阻害要因の一つと捉え

ている。そのため、家庭や職場等の様々なバイアスに気づくためのツールとして「公的表現ガイド」

を作成したほか、区民の意識改革や、ジェンダー平等を進めていくための体制整備・強化策を新たに

盛り込んだ。 
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（１）計画全体に関する成果指標 

成果指標名 H28 実績値 R３実績値 R３目標達成度 R４目標値 

「男女が対等な立場で意思表示や活動をするこ

とができ、また責任も分かちあっている」と感じ

ている区民の割合 

32.0% 

(H29) 
33.9% 78.9% 43% 

（２）各施策の主な成果指標と活動実績 

 
 

Ⅰ­１「働くひと」と企業がともに輝くためのワーク・ライフ・バランスの推進 

■施策1 企業におけるワーク・ライフ・バランスの推進 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

ワーク・ライフ・バランス認定企業数 186.7% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

60社 

【ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

区内企業におけるワーク・ライフ・バランスを推進し、誰もが
活躍できるまちを目指しています。各企業の取組数や部門別に認
定を行うことで、企業が気軽にワーク・ライフ・バランスに取り
組めるよう、きっかけづくりを行っています。 

＜見直し前＞ 
架電・ＤＭの送付対象であるＷＬＢを推進する従

業員10人以上300人以下の企業（約1,600社）の
うち、ＷＬＢ準備登録・認定に関心を示した企業へ
訪問等の働きかけをした件数 

＜見直し後＞ 
区内企業にＷＬＢ推進認定制度のＰＲとして、職

員が架電、ＤＭ送付、訪問により働きかけた件数 

実績値の推移 R4目標値 

 

見直し前 H29～R1   90件 
見直し後 R2年度～   2,000件 

 

５ 令和３年度 各施策の主な成果指標と活動実績 

基本目標Ⅰ あらゆる分野における女性の活躍推進 ～ ワーク・ライフ・バランス推進～ 
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■施策２ 「働くひと」へのワーク・ライフ・バランスの推進 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

仕事と仕事以外の生活の調和が取れているとする区民の割合 116.9% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

37.3% 

【労働関連セミナー】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

働き方改革等、ワーク・ライフ・バランス関連セミナーを開催します。職場環境の

改善等をお伝えしていくことで、企業のワーク・ライフ・バランスを推進していき

ます。  

労働関連セミナー開催回数 
（参加人数） 
★事業主・人事労務担当者が主
な対象だが、それ以外も受講可 
★200社へ周知 

実績値の推移 R4目標値 

 

2回 

（30人） 

 

【男性向けの意識改革講座】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

男性の働き方に焦点をあてた講座を行います。意識啓発に役立つ講座を行うことで、

ワーク・ライフ・バランスの推進を目指していきます。 

男性向けの意識改革講座 
開催回数（参加人数） 
★リタイア後を見据え、50代以
上をメインターゲットにしてい
る 

実績値の推移 R4目標値 

 

2回 

（40人） 
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Ⅰ－２ 女性活躍のための環境整備 

■施策３ 女性のキャリア形成・再就職活動への支援 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

女性のキャリア形成や再就職活動などの支援体制を知っている区民の割合 82.6％ 

直近実績値 計画策定時のR4目標値 

28.1% （H30） 34％ 

 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

「男女参画プラザ」実施事業（女性相談、DV 啓発事業等）の認知状況 - 

直近実績値 計画策定時のR4目標値 

１９.６% （R3） - 

 

【女性向け就労セミナー】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

再就職や転職を目指している女性が、就職活動にあたり必要なノウハウを身につけ、

今後の求職活動に役立てるためのセミナーを開催します。 

女性向け就労セミナー開催回
数（参加人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

2回 

（40人） 

 

【女性のための起業・経営相談】産業経済部 企業経営支援課 

事業内容 【活動指標】 

起業を目指す方や経営者を対象に相談できる窓口において、専門の相談員がご相談を受

けます。女性のさらなる活躍を促進するため、創業を目指す女性が相談しやすい環境づ

くりに取り組むと共に他のセミナー等との連携を通じて女性の社会進出を支援してい

きます。 

女性のための経営相談件数 
（＝延べ人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

60件 
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■施策４ 若年層へのライフデザイン教育の充実 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

ワーク・ライフ・バランスの言葉と内容の認知度（29才以下） 93.3% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

75.1% 

 

【ワーク・ライフ・バランス啓発出前講座】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

区内高校・大学等を対象として、平成30年度から若年層へのワーク・ライフ・バラン

スの理解促進のため、出前講座を実施します。誰もが社会生活を円滑に送れることを目

指していきます。将来的には、3年に1回程度実施していきます。 

ワーク・ライフ・バランス 
啓発出前講座実施校数 

直近実績値 R4目標値 

０校 （R3） 5校 

 

【区内中小企業人材確保支援事業】産業経済部 企業経営支援課 

事業内容 【活動指標】 

人材不足解消のための企業向け相談やコンサルティングなどを内容とする事業。区内企

業の良さを知ってもらうため、区内の高校等において職業人講話や企業見学等を実施し

ます。 

職業人講話や企業見学の 
実施校数（実数） 

直近実績値 R4目標値 

１校 （R３） 5校 
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■施策５ 企業、区民への多様な働き方の啓発 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

ワーク・ライフ・バランス経営改革セミナー参加者数（主に企業向け） 15％ 

実績値の推移 計画策定時のR4目標 

 

80人 

 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

ワーク・ライフ・バランス講座参加者数（区民向け） 44.0% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

200人 

 

【ワーク・ライフ・バランス経営改革セミナー】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

区内中小企業に対し、フレックスタイムやテレワーク等の柔軟な働き方に関するセミナ

ーを開催します。職場環境の改善、従業員の意識啓発が円滑に進むような働きかけを行

っていきます。 

参加企業数 
（案内企業数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

60社 

（235社） 

 ※2021年目標値は、従来の送付先に東京商工リサーチから抽出した企業の合算【従業員50人以上160人以下166社【2016(H28)年現在】を対象】 
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Ⅰ－３ 安心して育児や介護ができる社会の醸成 

■施策６ 企業、区民への労働関連法令の情報提供 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

区からワーク・ライフ・バランスについて周知されていると感じる区民の割合 58.9％ 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

28% 

 

【中小企業支援施策（ワーク・ライフ・バランスを含む）に関する情報提供】産業経済部 企業経営支援課 

事業内容 【活動指標】 

区内事業者を訪問するマッチングクリエイターが、企業のニーズに合わせて、職場環境

や経営改善等に資する有益な情報提供を行う。 

マッチングクリエイター事
業所 訪問件数 
 
★事業所 全体443か所 

実績値の推移 R4目標値 

 

1,400件 

 

 

■施策７ 「働くひと」の育児・介護休暇取得促進 

■施策８ 子育てや介護に関する協創 

■施策９ 育児・介護施設及び施策等の充実 

■施策10 父親の子育てネットワークづくり支援 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

育児休暇、介護休暇が取得しやすいと感じる区民の割合 85.1% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

47.0% 

 

 

 



 

17 
 

【男性職員の育児への積極的参加促進】総務部 人事課 

事業内容 【活動指標】 

「足立区特定事業主行動計画（平成28年4月策定）」に基づき、男性職員の育児への積

極的参加を働きかけます。育児休業の取得促進とともに育児参加休暇の新設など、制度

の充実に取り組みます。 

管理職員から該当男性職員
への育児制度の利用働きか
け割合 
★実際の取得割合 34.8％ 
 （令和3年度実績） 

実績値の推移 R4目標値 

 

100% 

 

【親子サロン】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

親子が予約なしで立ち寄れるお休み処として月に２回開催しています。この中で、女性

団体連合会会員の協力による読み語りやリズム遊びなどのイベントも実施しています。

また、同施設内の情報資料室（小さな図書館）や啓発講座、ひとり親支援等についての

情報提供を合わせて行っています。今後も、親子が気軽に立ち寄れるようイベントを工

夫しながら役立つ情報を提供していきます。 

親子サロン開催回数 
（参加組数） 

 
※1回あたり最大8組 

実績値の推移 R4目標値 

 

24回 

（160組） 

 

【認知症カフェ】福祉部 地域包括ケアシステム推進課 

事業内容 【活動指標】 

地域包括支援センターが、認知症のご本人や介護しているご家族を対象に、安心して集

うことが出来る「憩いの場」として実施しています。今後は、地域の介護事業者が実施

するカフェとも連携して、活動の輪をさらに広げていきます。認知症のご本人やご家族

が地域とのつながりを保ち、日ごろの困りごとをお互いに意見交換することで、安心し

て生活できる環境づくりに取り組みます。 

開催数 
 

（地域包括支援センター等
開催数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

300回 
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【ＡＳＭＡＰ ファミリー学級】衛生部 保健予防課・各保健センター 

事業内容 【活動指標】 

妊娠とその配偶者、その他保育予定者を対象に、妊娠・出産・育児等についての知識と

技術を学ぶことができる講座を実施し、「父と母が一緒に子どもを育てる」という意識

を高めます。父親が参加しやすいように開催曜日を工夫するなど事業の拡充を検討しま

す。 

ファミリー学級の開催回数 
（参加人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

232回 

（延べ5,470人） 

 

【ファミリー・サポート・センター事業】子ども家庭部 こども支援センターげんきこども家庭支援課 

事業内容 【活動指標】 

子育ての援助を行いたい人（提供会員）と援助を受けたい人（利用会員）による相互援

助活動を支援しています。提供会員が、子どもの預かりや保育施設等への送迎などの援

助を行っています。引き続き実施していきます。 

サービス提供件数 

実績値の推移 R4目標値 

 

12,000件 

 

【保育施設の整備】子ども家庭部 私立保育園課 

事業内容 【活動指標】 

「足立区待機児童解消アクション・プラン」の施設整備計画に基づき保育施設の新規整

備や既存施設の定員拡大を進めることにより、女性が安心して育児や介護ができる環境

を整えます。 

保育施設整備数 
（認可保育所・認証保育所・ 

小規模保育の新規整備数） 

【待機児童数】 
（翌年度４月１日現在の 

待機児童数） 

〈待機児童率〉 
（待機児童数を保育需要数 

（※３）で除したもの） 

実績値の推移 R4目標値 

 

59施設（※１） 

【０人】（※２） 

＜０％＞ 

※1 足立区待機児童解消アクション・プラン（2018年（平成30年）2月改定版）に基づき2017年度（平成29年度）～2019年度の整備予定数の 

合計を掲載 

※2 足立区待機児童解消アクション・プラン（2018年（平成30年）2月改定版）に基づき2020年4月1日現在の目標値を掲載 

※3 各保育施設等の利用児童数に待機児童数を加えたも 
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【学童保育室運営事業】地域のちから推進部 住区推進課 

事業内容 【活動指標】 

保護者の就労や病気等により、放課後、子どもを保育できない家庭の小学生を保育

し、児童の健全育成を図ります。 

学童保育室設置室数 
（待機児童数） 

※待機児童数は4月1日現在 

（待機児童率） 
※待機児童数÷入室申請書数 

実績値の推移 R4目標値 

 

117室 

（0人） 

（0%） 

 

【地域密着型サービスの充実】福祉部 介護保険課 

事業内容 【活動指標】 

介護保険事業計画（2018（平成30）年～2020年度）基づき、住み慣れた地域

でいつまでも安心して在宅生活ができるよう、利用者、家族を支援するサービスを

行う施設を充実していきます。 

サービス施設整備数 
24時間対応のサービス 

（定期巡回・随時対応型訪問介護看護）、通

い・訪問・泊まりを組み合わせたサービス

（小規模多機能居宅介護・看護小規模多機

能居宅介護） 

実績値の推移 R２目標値 

 

【R2】 

34施設 

 

【男性の子育て応援講座】地域のちから推進部 住区推進課・多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

父親同士が自然とつながれる機会を持てるよう、子育てに関する講座や料理講座

を実施します。今後も充実した内容となるよう展開していきます。 

男性の子育て応援講座 
開催回数（参加人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

34回 

（500人） 

★うち男性200人 
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Ⅰ－４ 政策・方針決定過程への女性の参画拡大 

■施策１１ 女性参画の啓発、関係機関への働きかけ 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

各種審議会・委員会等の女性比率 97.5% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

36% 

 
【女性活躍推進のための啓発講座】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

職業生活における女性の活躍推進のため、女性活躍のための意識啓発や職場の環境づく

り等に関する講座を開催します。特に町会・自治会や法人会、企業の経営層を対象とす

ることで、区内企業における女性活躍推進を目指します。 

女性活躍推進のための 
啓発講座開催回数 

（参加人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

２回 

（４０人） 

 
■施策１２ 区役所内における女性の活躍推進 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

足立区女性管理職員の割合 38.7% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

30% 

 
【女性職員への昇任選考の受験率向上】総務部 人事課 

事業内容 【活動指標】 

女性管理職による働き方講座の開催や総務省自治大学校への研修生派遣、上位職への昇

任に関するサポート体制の確立など、女性職員の昇任意欲を高めます。最終的には、管

理職に占める女性職員の割合を増やし、女性職員の意見を区政へ反映していきます。 

女性職員への昇任に関する 
講座・説明会の実施回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

１０回 
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Ⅱ－1 人権を尊重する社会の醸成 

■ 施策１３ いじめ・虐待防止の啓発・取組み 

■ 施策１４ 学齢期からの社会的弱者への理解促進 

■ 施策１５ 性的マイノリティを含めた多様な個性についての理解促進 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

LGBT という言葉の認知度 107% 

直近実績値 計画策定時のR4目標値 

85.6%（R3） 80% 

 

【小中学校教員向け人権啓発普及事業】教育指導部 教育指導課 

事業内容 【活動指標】 

高齢者、子ども、障がい者、犯罪被害者等、社会的弱者の理解と、自分と異なる他者へ

の理解、相互理解を促進するための人権教育の充実のため、初任者研修や中堅教諭研修、

人権教育研修等で、人権教育プログラム（学校教育編）の活用や人権教育の推進をして

います。また、令和３年度は、小・中学校の教員を対象にした性同一性障害者や性的指

向（ＬＧＢＴ）の人権に関する研修会を実施しました。 

教員を対象とした、人権及び
いじめ防止に関する研修会
等の実施回数 
 
★対象：小・中学校各校（104
校）最低1名 

実績値の推移 R4目標値 

 

5回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本目標Ⅱ 各人の個性や多様な生き方を尊重し、相互理解が進む社会の醸成 
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Ⅱ－2 生涯を通じた区民のこころとからだの健康づくり 

■ 施策１６ こころとからだの健康増進 

■ 施策１７ リプロダクティブヘルス＆ライツ（性と生殖に関する健康を守る権利）の啓発 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

「がん検診の制度がわかりにくい」と感じる区民の割合 

（基本計画改定にあわせて調査項目を変更したためR1 で終了） 
67.2％ 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

18.3% 

 

【地域学習センター運営支援事業（生涯スポーツ・健康体力づくり事業）】地域のちから推進部 生涯学習支援課 

事業内容 【活動指標】 

指定管理者それぞれの新しい発想を活用しながら、区民が気軽に参加できる講座等を企

画し、区民の生涯スポーツのきっかけづくり、健康体力づくりができる環境づくりを支

援します。 

地域学習センター運営支援
事業（生涯スポーツ・ 
健康体力づくり事業） 

実績値の推移 R4目標値 

 

650講座 

（12,000人） 

 

【リプロダクティブヘルス＆ライツ啓発講座】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

妊娠・出産等を含む性と生殖にかかわる生涯の健康と権利について啓発および情報提供

を行います。特に、若い世代の理解を促すような内容にしていきます。 

啓発講座開催回数 
（参加人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

2回 

（40人） 
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Ⅱ－3 地域・社会活動への区民参画と生きがいづくり 

■ 施策１８ 区民の地域活動への参画促進およびボランティア・ＮＰＯ等の人材育成 

■ 施策１９ 区内各種団体の協働・協創 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

区民・団体等と区役所の「協働・協創」が進んでいると思う区民の割合 70% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

 

 

 

31% 

 

【協創プラットホーム運営事業】政策経営部 あだち未来支援室 協働・協創推進課 

事業内容 【活動指標】 

公・民、個人、法人を問わず、幅広い主体が自由に集える機会や場である「協創プラット

フォーム」を運営することで、地域人材をつなぎ、地域課題の解決や、新たな魅力を創出

します。 

協創プラットホーム活動

（ミーティングイベント・

シンポジウム等）回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

25回 

 

■ 施策２０ 区民の学習・自主活動・生きがいづくり等への支援 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

講座やサークル活動、地域の講演会などに参加している区民の割合 33.1% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

 

 

13% 

 

【教室活動】地域のちから推進部 住区推進課 

事業内容 【活動指標】 

高齢者が気軽に参加でき、自分の趣味を広げ、学習の意欲を高められるよう、さまざまな

教室を実施しています。初心者から経験者まで、健康や生きがいを持って充実したひとと

きを過ごしています。 

教室活動開室数 

実績値の推移 R4目標値 

 

960回 

（回） 
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Ⅱ－4 全世代における孤立の防止 

■ 施策２１ 相談体制の充実、利用の促進 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

区民相談事業における満足度（満足・大変満足と回答した割合） 97.2% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 
95% 

 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

女性相談事業における相談解決件数 68.5% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 
260件 

 

【区民相談事業】政策経営部 区民の声相談課 

事業内容 【活動指標】 

区職員、行政書士による一般相談を実施しています。また、専門相談員による相談も予

約制で実施しています。 

一般相談の受付件数（電
話、面接相談・予約不要） 

実績値の推移 R4目標値 

 

11,000件 

【女性相談事業】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

女性からの様々な悩み相談を受け、必要に応じて関係機関に繋げていきます。相談は無

料で、保育付きです。また、足立区や東京都等が実施している関連事業の情報を提供し

ます。今後は、より気軽に利用して頂けるようにしていきます。 

女性相談件数 

実績値の推移 R4目標値 

 

750件 
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■ 施策２２ 地域での声かけや見守りの促進 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

孤立状態から社会とつながった件数 96.5% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

4,800件 

 

【孤立ゼロプロジェクト推進事業】地域のちから推進部 絆づくり担当課 

事業内容 【活動指標】 

「絆のあんしんネットワーク」として、地域包括支援センターを中心に町会・自治会、

民生・児童委員、絆のあんしん協力員、絆のあんしん協力機関（事業者）が連携したネ

ットワークにより、地域で支えあう「お互いさまのまちづくり」に取り組んでいます。 

見守り、声かけ訪問などの 
活動件数 

実績値の推移 R4目標値 

 

1,800件 
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Ⅱ－5 多様な視点を防災・減災・復興に生かせる社会風土の醸成 

■ 施策２３ 防災女性リーダーの育成・登用への支援 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

区の助成により資格取得した女性防災士の人数 62.5% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

8人 

【防災士資格取得費用】危機管理部 災害対策課 

事業内容 【活動指標】 

地域防災リーダーとしての役割を担う防災士の資格取得費用を助成することによ

り、防災区民組織等の自主防災組織を活性化し、地域防災力の向上を図ることを目

的としています。 

防災士資格取得研修年間受講者数
（うち女性の人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

25人 
（8人） 

 

■ 施策２４ 女性をはじめとする多様な経験や意見を生かした災害対策の推進

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

避難所運営に女性をはじめとする多様な視点が生かされていると感じる 
避難所運営組織の割合 

47.1% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

100.0% 

【多様な視点を入れた地区防災計画】危機管理部 災害対策課 

事業内容 【活動指標】 

地域防災力向上のため、地域住民の自発的な防災活動に関する計画である「地区防

災計画」について多様な視点を加えた策定を支援しています。 

多様な視点を入れた 
地区防災計画策定団体数 

★目標算出根拠：地区防災計画におけ

る R6年度の目標値が100団体であ

り、その実現に向けて毎年度12団体の

策定を目指し算出した。 

実績値の推移 R4目標値 

 

100団体 
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Ⅲ－1 暴力の未然防止と早期発見に向けた土壌づくり 

■ 施策２５ 区民向けＤＶ予防、早期発見等に関する啓発 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

身体的暴力以外のＤＶ（精神的・経済的・社会的・性的）の認知度 119.4% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 
70.2% 

【区民向けＤＶ防止啓発講座】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

ＤＶ被害者やＤＶ被害者の支援者を対象とした、ＤＶ防止に関する啓発講座や情報提供

を行います。人権侵害であるＤＶ被害の防止の重要性や、近年増加傾向にある社会的Ｄ

Ｖ・経済的ＤＶの認知度を高めるための啓発に力を入れていきます。 

ＤＶ防止啓発講座開催回数 
（参加人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

14回 

（182人） 

■ 施策26 学齢期からの発達段階に応じたデートＤＶ予防等の啓発 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

デートＤＶを理解している高校生の割合 80% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 
63% 

【デートＤＶ防止出前講座】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

区内中学校・高校・大学等におけるデートＤＶ防止啓発講座を実施し、デートＤＶに関す

る基礎知識や相談機関を案内します。引き続き、デートＤＶリーフレットを活用しながら、

若い年齢から理解が深められるような内容で実施します。また、より多くの学校で実施で

きるよう働きかけを強化していきます。将来的には、特に高校で概ね3年に1回実施して

いきます。 

デートＤＶ防止 
出前講座実施校数 

実績値の推移 R4目標値 

 

8校 

基本目標Ⅲ ＤＶ等の暴力の根絶と支援体制の充実 
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■ 施策27 職員対象のＤＶ予防、早期発見等に関する啓発 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

ＤＶ研修の内容を職務に活用できると感じる区職員の割合 90.6% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 
80% 

【区職員対象研修】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

各種窓口等において、状況に応じて適切な支援が行えるよう、ＤＶに関する知識の普及

と意識向上のために、職務関係者（担当1～2年目の職員）を対象とした研修を実施し

ます。今後は、実務研修と連動させる等、窓口での適切な対応を目指し、より効果的な

内容で実施します。 

DV 対策基本計画推進会議
の所管等を対象とした 

区職員対象研修参加人数 

実績値の推移 R4目標値 

 

150人 
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Ⅲ－2 ＤＶ被害者への支援体制の充実 

■ 施策２８ 相談体制の充実、利用の促進（ＤＶ） 

成果指標名 R3現在の目標達成度 

ＤＶに関する区の相談機関を知っている区民の割合 62.9% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

46.9% 

 

【女性相談（ＤＶ相談）】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

ＤＶに関する女性からの相談を受け、必要に応じて関係機関に繋げていきます。相談は

無料で、保育付きです。また、足立区や東京都等が実施している関連事業の情報を提供

しています。 

女性相談（ＤＶ件数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

500件 

【男性ＤＶ電話相談】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

男性（DV に関すること）の相談の場として、平成29年度から電話による相談を実施

しています。 
男性ＤＶ電話相談件数 

実績値の推移 R4目標値 

 

10件 

 

 

※DV被害者のうち 
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【面接相談】足立福祉事務所 各福祉課 

事業内容 【活動指標】 

婦人相談員や母子父子自立支援員等が、ＤＶ被害に関する必要な相談や援助を行いま

す。また、ＤＶ被害者が一時保護を受けたあと、生活に不安がある方に対して、自立へ

の支援を行います。 

婦人相談員・母子父子自立支
援員による面接相談件数 

実績値の推移 R4目標値 

 

600件 

 

■ 施策２９ 関係機関相互の情報共有、連携体制の充実 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

警察や関係機関と連携した件数 253% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

200件 

 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

緊急避難施設を案内した件数 60件 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値  

 

33.3% 
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【配偶者暴力対策基本計画推進会議】地域のちから推進部 多様性社会推進課 

事業内容 【活動指標】 

ＤＶ対策やＤＶ被害者支援に関する各所管の施策の確認や関係機関相互の連携強化を

目的として、庁内関係課で組織しています。 

計画の進行管理や各所管の施策の情報共有を行い、関係機関相互に連携と対策の推進を

図ります。今後もより密な庁内連携を図り、ＤＶ被害の防止に取り組みます。 

配偶者暴力対策基本計画 
推進会議開催回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

 

 

 

 

※R1以降は新型コロナウイルス対応により１回のみの実施  

2回 

 
【配偶者暴力対策庁外連絡会】福祉部 生活保護指導課 

事業内容 【活動指標】 

警察や民間団体等関係機関と連携し、ＤＶ被害者の支援が円滑に進むよう事例検討や情

報共有を行います。連絡会での事例検討などを生かし、被害者毎に適した支援が出来る

ように連携・協力をしています。 

配偶者暴力対策庁外連絡会 
開催回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

 

 

 

 

※R2は新型コロナウイルスの影響により書面開催、R3は開催なし  

2回 

 
【生活困窮者自立支援事業】福祉部 くらしとしごとの相談センター 

事業内容 【活動指標】 

様々な課題を抱えた方からの相談を受け寄り添い支援を行いながら、就労・家計・家族

関係・こころや健康等の複数・複雑な問題に、ハローワーク・保健師・弁護士等の専門

家と連携して、総合的に対応しています。支援を必要とする方の早期発見・支援につな

がるよう、区内の関係機関・団体・事業者と連携した気づきのネットワークを広げるこ

とで、相談機能を充実させていきます。 

ＤＶ関連相談件数 

実績値の推移 R4目標値 

 

35件 



 

32 
 

 

Ⅲ－３ ＤＶ被害者の自立に向けた支援 

■ 施策３０ ＤＶ被害者へのエンパワーメント（力づけ） 

成果指標名 R3現在の目標達成度 

エンパワーメント講座参加人数 26.8% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

97人 

■ 施策３１ 住宅確保、職業訓練、就労等に関する計画的な支援 

成果指標名 R3現在の目標達成度 

公的施設（母子生活支援施設等）の入所件数 65% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

40件 

【公的施設（母子生活支援施設等）の利用案内】足立福祉事務所 各福祉課 

事業内容 【活動指標】 

区内に避難をしてきた世帯について、母子生活支援施設等公的な施設や社会資源につい

て情報提供を行います。 

ひとり親世帯等の 
公的施設等 利用相談件数

(ＤＶ) 

実績値の推移 R4目標値 

 

60件 

■ 施策３２ 安全・安心が確保された環境下での緩やかな仲間づくり 

成果指標名 R3現在の目標達成度 

おしゃべりカフェ（エンパワーメント講座）参加人数 38.2％ 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

68人 
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■ 施策３３ ＤＶ被害者の子どものケア 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

 子ども関連の相談に係る行政機関等へつないだ件数（延べ） 34.0% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

300件 

 

【ＡＳＭＡＰ 乳幼児健康診査】衛生部 保健予防課・各保健センター 

事業内容 【活動指標】 

乳幼児健康診査を通して、疾病等の早期発見に努め、要治療者には専門医療機関へ受診

勧奨するとともに、経過観察健康診査や保健指導により、乳幼児の健やかな成長を促し

ます。育児困難状態を未然に防ぐため、適切な関係機関につないでいきます。 

乳幼児健康診査実施回数 
（受診人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

410回 

（16,300人） 

 

【養育支援訪問】子ども家庭部 こども支援センターげんき こども家庭支援課 

事業内容 【活動指標】 

様々な原因で、養育支援が必要となっている家庭を訪問して、職員が具体的な養育に関

する指導助言等を行っています。引き続き、適切な支援を実施していきます。 
養育支援訪問回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

600回 
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 Ⅳ－1 子どもたちを健やかに育む地域・社会の醸成【未来へつなぐあだちプロジェクトの推進】 

 
■ 施策３４ 子どもの貧困に関する理解促進 

■ 施策３５ 支援の必要な子どもと保護者を相談窓口に繋げる支援 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

子ども関連の相談に係る行政機関へつないだ件数（延べ） 34％ 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

300件 

【子どもの貧困対策啓発事業】政策経営部 あだち未来支援室 子どもの貧困対策担当課 

事業内容 【活動指標】 

講演会・啓発活動を実施し、地域やＮＰＯ、民間企業等に子どもの貧困対策への理解と

協力を求めていきます。 

子どもの貧困対策 
啓発活動の実施回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

12回 

【生活困窮者自立支援事業（子ども関連）】福祉部 くらしとしごとの相談センター 

事業内容 【活動指標】 

様々な課題を抱えた方からの相談を受け寄り添い支援を行いながら、就労・家計・家族

関係・こころや健康等の複数・複雑な問題に、ハローワーク・保健師・弁護士等の専門

家と連携して、総合的に対応しています。支援を必要とする方の早期発見・支援につな

がるよう、区内の関係機関・団体・事業者と連携した気づきのネットワークを広げるこ

とで、相談機能を充実させていきます。 

子ども関連相談件数（延べ） 
 
★くらしとしごとの相談セ
ンターにて実施 

実績値の推移 R4目標値 

 

500件 

 

基本目標Ⅳ 生活に困難さを抱える家庭の子どもと保護者への支援  

～ 特にひとり親家庭への支援 ～ 
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【こころといのちの相談支援事業（ＳＯＳの出し方教育の実施）＊保健師】衛生部 こころとからだの健康づくり課 

事業内容 【活動指標】 

若年者向け自殺対策に資する教育として、区内小中学校を対象に「ＳＯＳの出し方教育」

を実施してきました。将来起きるかもしれない様々な困難・ストレスへの対処方法を身

につけることを目指しています。30年3月にＤＶＤ教材（区の協力により都が作成）が

全校に配布され、30年度から小学校5～6年と中学校でそれぞれ一回ずつ、区内全小中

学校でSOS の出し方教育を実施する予定です。各学校でスムーズに実施されていくよ

うに、保健師を派遣して支援します。 

ＳＯＳ出し方教育の 
実施学校数 

（保健師出張分） 

実績値の推移 R4目標値 

 

20校 

【こころといのちの相談支援事業（ＳＯＳの出し方教育の実施）＊学校】教育指導部 教育指導課 

事業内容 【活動指標】 

若年者向け自殺対策に資する教育として、区内小中学校を対象に「SOS の出し方教育」

を実施してきました。将来起きるかもしれない様々な困難・ストレスへの対処方法を身

に付けることを目指しています。平成30年3月に東京都教育委員会から配布されたＤ

ＶＤ教材を活用し、小中学校の授業を推進します。 

ＳＯＳ出し方教育の実施学
校数（学校実施分） 

実績値の推移 R4目標値 

 

104校 

【教育相談事業】子ども家庭部 こども支援センターげんき 教育相談課 

事業内容 【活動指標】 

お子さんの教育上のさまざまな悩み（学習、不登校、性格など）の相談を受け付けてい

ます。担当の教育相談員との継続的な面接で、子ども本人や保護者から話を聴き、一緒

に解決策を考えていきます。 

また、さまざまな事情により登校していない児童・生徒を対象に、学習支援や集団活動

を行う場として、チャレンジ学級・あすテップを開設し、勉強を教えたり、寄り添った

支援をしています。 

教育相談回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

20,000回 
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【スクールカウンセラー派遣事業】子ども家庭部 こども支援センターげんき 教育相談課 

事業内容 【活動指標】 

勉強の遅れや不登校など学校生活の子どもや保護者の悩みに心理的側面から寄り添い、

教職員との連携により問題の未然防止や早期改善を図っています。大規模校や課題のあ

る学校への配置やスクールカウンセラーの資質の向上に努めていきます。 

スクールカウンセラー 
39名の相談回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

32,500回 

【スクール・ソーシャル・ワーカー活用事業】子ども家庭部 こども支援センターげんき 教育相談課 

事業内容 【活動指標】 

不登校等の困難な課題について福祉的な視点から関係機関と連携し、子どもの環境に働

きかけ、課題解決につなげていきます。今後、学校への派遣方法の検証を行い、より効

果的な活動の実現に向け、検討していきます。 

スクール・ソーシャル・ワー
カー15名の学校訪問回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

2,200回 

 

■ 施策３６ 関係機関相互の連携による子どもへの支援 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

児童虐待解決率 81.3% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

80% 

 

 

 

20%
40%
60%
80%
100%
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【要保護児童対策地域協議会】子ども家庭部 こども支援センターげんき こども家庭支援課 

事業内容 【活動指標】 

要保護児童・要支援児童について関係機関と連携し、支援するために、各種会議を開

催しています。引き続き、関係機関とのネットワークの体制強化を図っていきます。 

要保護児童対策地域協議会 
各種会議の開催回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

220回 

【あだちっ子歯科健診事業】子ども家庭部 子ども政策課 

事業内容 【活動指標】 

むし歯が増えやすい年少児（4歳）～年長児（6歳）を対象に、（公社）東京都足立区歯科医

師会、各保育施設、認定こども園、幼稚園等が連携、協調しながら、就学前の児童のむし歯

予防及び早期の治療に繋がる取り組みを進めています。今後も歯科治療が必要な子どもへ

の受診勧奨を強化するとともに、歯みがき習慣づくりなどに取り組んでいきます。 

4～6歳児の歯科健診受
診者数 

実績値の推移 R4目標値 

 

15,000人 

 

■ 施策３７ 子どもを支援するＮＰＯ・ボランティアの育成 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

子どもを応援するＮＰＯ・ボランティア団体数 
※「子どもの居場所一覧」より 

335.7% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

28団体 
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【公益活動げんき応援事業 (助成採択団体のうち子どもを応援する事業を実施する団体数）】 

 政策経営部 あだち未来支援室 協働・協創推進課 

事業内容 【活動指標】 

子どもの学習支援や居場所づくり（食事の提供含む）に取り組むＮＰＯ法人や任意団体

等が実施する事業に対し、事業費を助成します。 

公益活動げんき応援事業で
採択された、子どもを応援す
る事業を実施する団体数 

実績値の推移 R4目標値 

 

17団体 

【子どもの居場所づくり事業】地域のちから推進部 生涯学習支援課 

事業内容 【活動指標】 

区内地域学習センターのロビーなどを活用して、小中学生が気軽にかつ安全に勉強や読

書、おしゃべりなどができる場「フリースペース」を提供します。 

フリースペース 
開設日数 

実績値の推移 R4目標値 

 

各346日間 

（14施設） 

【居場所を兼ねた学習支援】福祉部 くらしとしごとの相談センター 

事業内容 【活動指標】 

保護者が仕事のため、夕方から夜にかけて子どもだけで過ごしている、または、兄弟姉

妹が多く家に勉強するスペースがない等、家庭での学習が困難な中学生を主な対象とし

て家庭に代わる学習と安心して過ごせる居場所を提供します。将来的に自立した社会生

活ができるよう、進学後の高校生にも支援を継続していきます。 

居場所を兼ねた学習支援事
業利用者数 

実績値の推移 R4目標値 

 

355人 

※計画策定の370人から変更 
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■ 施策３８ 子どもへの学習・芸術・スポーツ活動などの機会提供による自己肯定感の醸成 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

足立区学力定着に関する総合調査で「自分には良いところがあると思う」 
に肯定的な回答をした割合 

103.9% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

68.9% 

【あだちはじめてえほん】地域のちから推進部 中央図書館 

事業内容 【活動指標】 

3～4か月児健診時・1歳6か月児健診時に絵本を配付することで、各地域図書館に来て

もらい乳幼児期の読書の習慣化の定着と学習による自己肯定感を得るきっかけとしま

す。 

絵本の配布冊数 
（配布率） 

実績値の推移 R4目標値 

 

■3.4か月 

配布率100% 

（10,100冊） 

 

■1歳6か月 

配布率100% 

【児童館多世代交流事業】地域のちから推進部 住区推進課 

事業内容 【活動指標】 

子どもが育つ力を育むために、多世代が集う住区センターの特性を活かして、高齢者と

小学生が一緒に、昔遊び体験や季節の行事の参加、乳幼児親子と中高生のふれあい事業

等、様々な世代間の交流を行っていきます。 

児童館多世代交流事業 
実施回数（参加人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

104回 

（6,500人） 
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【小中学生対象のスポーツ事業】地域のちから推進部 スポーツ振興課 

事業内容 【活動指標】 

スポーツ施設及び学習施設指定管理者が、子どもを対象としたスポーツ教室・スポーツ

イベント等の事業を実施し、スポーツの機会を提供します。 

小中学生対象のスポーツ事
業実施数（事業参加者数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

300回 

（2,800人） 

【居場所を兼ねた学習支援】福祉部 くらしとしごとの相談センター 

事業内容 【活動指標】 

保護者が仕事のため、夕方から夜にかけて子どもだけで過ごしている、または、兄弟姉

妹が多く家に勉強するスペースがない等、家庭での学習が困難な中学生を主な対象とし

て家庭に代わる学習と安心して過ごせる居場所を提供します。将来的に自立した社会生

活ができるよう、進学後の高校生にも支援を継続していきます。 

居場所を兼ねた学習支援事
業利用者数 

実績値の推移 R4目標値 

 

355人 

※計画策定の370人から変更 

【子どもと大人の文化芸術事業】地域のちから推進部 地域文化課 

事業内容 【活動指標】 

文化芸術の裾野を広げ、子どもから大人までが質の高い文化芸術活動に触れる機会を提

供します。 

子どもと大人の文化芸術事
業委託の参加人数 

実績値の推移 R4目標値 

 

 

7,000人 
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【大学連携による体験事業】政策経営部 シティプロモーション課 

事業内容 【活動指標】 

「あだちの大学リレー企画」として、年に3大学と実施。各大学の特色を活かしたワー

クショップ等を企画し、子どもや保護者がキャンパスを訪れ大学生とも交流すること

で、大学を身近に感じ将来の進路を考えるきっかけとしていきます。各大学の魅力が十

分に発揮される形で継続実施していくため、引き続き各大学との密な調整を進めていき

ます。 

あだちの大学リレー 
企画回数 

実績値の推移 R4目標値 

 

3回 
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Ⅳ－２ 貧困の連鎖の回避のためのひとり親家庭への日常生活支援 

■ 施策３９ 相談体制の充実、利用促進（ひとり親家庭等） 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

豆の木相談室利用件数（就労・資格以外の相談） 289.2% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

240件 

【経済支援の相談】足立福祉事務所 各福祉課 

事業内容 【活動指標】 

ひとり親家庭が、様々な理由により経済的に困窮している場合に相談に応じ、必要な援

助を行います。 

ひとり親世帯からの 
生活相談件数（延べ） 

★生活保護受給者のみ、 
６福祉事務所が対象 

実績値の推移 R4目標値 

 

300件 

 

■ 施策４０ 親子での体験機会創出 

■ 施策４１ 緩やかな仲間づくりによる孤立化の防止 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

ひとり親家庭交流事業参加世帯数 42.5% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

480世帯 
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【ひとり親家庭交流事業（サロン豆の木）】福祉部 親子支援課 

事業内容 【活動指標】 

ひとり親同士が、就業、生活、子育て等についての悩み相談や情報交換を通して、仲間づ

くり、自己有用感の回復、子育て・生活に対する前向きな姿勢を築くことを促進します。 

ひとり親家庭交流事業参加
世帯数（延べ） 

実績値の推移 R4目標値 

同 上  480世帯 

 

■ 施策４２ ひとり親家庭への就労等の支援機関の活用と連携による自立促進 

 成果指標名  R3現在の目標達成度 

ひとり親家庭向け就労支援事業を活用して就労した人数 32% 

実績値の推移 計画策定時のR4目標値 

 

50人 

【ひとり親家庭就労支援事業】福祉部 親子支援課 

事業内容 【活動指標】 

就労に役立つ資格取得のための助成、ハローワークと連携した就労支援を行いま

す。また、就職・転職セミナーやパソコン教室を実施するほか、ひとり親家庭を

対象とした就労支援制度に関する情報をまとめた冊子を作成し、配布します。  

ひとり親家庭向け就労支援事業を活
用して就労した人数 
（延べ参加人数） 

実績値の推移 R4目標値 

 

５０人 
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